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論文審査の要旨 

 

下顎骨広範囲切除に伴う下顎再建術後の顔面整容性の評価は、従来から複数人の評価

者による主観的評価法が主に用いられてきた。しかし、評価者の美的感覚に依存するこ

とや複数人での評価であることなどから、客観的な評価法とは言えないことや煩雑であ

ること等が問題であった。本研究では、三次元画像計測法を用いた新たな客観的評価法

を開発し、従来の主観的評価法と比較し、その有用性を検討した。 

2014 年から 2018 年に下顎区域切除後、腓骨皮弁による下顎骨再建を行った 20 例を対

象とし、7 人の口腔外科医による 4 段階の主観的評価法と、今回開発した三次元画像計

測法(VECTRA H1 システム)を使用した客観的評価法を比較検討した。その結果、主観的

評価の平均値と新規客観的評価法(RMSD)値の間に、P = 0.00000128 と強い負の相関がみ

られ、新規評価法が従来使用されている主観的評価の結果をよく反映していることが示

された。本研究成果は、今回開発された新規評価法が下顎骨再建術後の整容性を定量的

に評価する方法として有用であることを示しており、今後本領域のさらなる発展に寄与

するものと評価される。公聴会の質疑では、新規客観的評価法と主観評価や患者満足度

との間で評価が一致しなかった症例についての問いに対して、不一致の要因として、性

差、BMI などが影響している可能性を示され、また、本研究成果の意義や今後の展望に

ついても説明された。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに口腔・顎顔面機能制御医学の

進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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